
〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

L
P
レ
コ
ー
ド

広
島
市
公
文
書
館
『
紀
要
』

「

H
I
R
O
S
H
I
M
A
」
ー
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ケ
ン
プ
か
ら
の
音
楽
の
捧
げ
も
の

第
二
十
六
号
（
平
成
二
十
五
年
六
月
発
行
）
抜
刷

好

史

久



は
じ
め
に

《
研
究
ノ
ー
ト
》

好

史

! 

L
P
レ
コ
ー
ド
「

H
I
R
O
S
H
I
M
A」

久
（
広
島
市
職
員、

ひ
ろ
し
ま
通
訳

・
ガ
イ
ド
協
会
会
員
）

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ケ
ン
プ

(
W
i
l
h
e
l
m
K
e
m
p
f
f,
 一

八
九
五
＼
一
九
九

一
）
は
広
島
市
中

区
織
町
の
世
界
平
和
記
念
聖
堂
で
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
（
以
下
「
オ
ル
ガ
ン
」
0

と
い
う
。）
を

演
奏
し
た
。
そ
の
録
音
は
L
P
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ
、「
H
I
R
O
S
H
I
M
A
」
と
題
し
て
昭

和
三

一
(
-
九
五
六
）
年
に
発
売
さ
れ
て
い
る
。
（
写
真
l
)
し
か
し
、
こ
の
L
P
レ
コ
ー
ド
は

そ
の
後
再
発
売
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、

C
D
の
時
代
に
な
っ
て
も
「
H
I
R
O
S
H
I
M
A
」

と
題
し
た
も
の
は
未
発
売
で
、
そ
の
存
在
は
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
、

地
元
の
新

聞
で
平
成
二
四
（
二
0
―
二
）
年
十

一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
こ
の
ケ
ン
プ
の
レ

コ
ー
ド

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
幾
つ
か
紹
介
し
た
が
、
②
本
稿
で
は
そ
の
内
容
を
基
に
新
た
に
稿

を
起
こ
し
、
本
市
の
国
際
平
和
と
文
化
交
流
史
の
研
究
に
資
す
る
も
の
と
し
た
。

ド
イ
ツ
の
音
楽
家
、
ヨ
ハ
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ッ
ハ
(
-
六
八
五
＼

一
七
五

0
)

の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
た
の
は
私
が
中
学
生
の
頃
。
い
つ
の
間
に
か
四

0
年
以
上
の
歳
月
が

経
過
し
た
。
自
分
で
は
楽
器
を
演
奏
し
な
い
の
で
、
も
っ
ぱ
ら
聴
き
手
と
し
て
楽
し
ん
で
き

た
が
、
七
年
ほ
ど
前
、
ヒ

ロ
シ
マ
の
被
爆
者
に
捧
げ
ら
れ
た
一
枚
の
ド
イ
ツ
直
輸
入
盤
レ
コ
ー

ド
に
中
古
店
で
巡
り
会
っ
た
。

音
楽
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
昨
今
で
は
C
D
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が

主
流
と
な
り
、
「
レ
コ
ー
ド
」
と
い
う
言
葉
自
体
、
死
語
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う

レ
コ
ー
ド
と
は
音
声
を
記
録
し
た
ア
ナ
ロ
グ
デ
ー
タ
の
溝
が
刻
ま
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
製
の
円
盤

の
こ
と
で
あ
る
。
再
生
は
溝
に
沿
っ
て
針
を
ト
レ
ー
ス
さ
せ
、
そ
の
物
理
的
な
動
き
を
電
気

信
号
に
変
換
し
て
行
う
。

ー
ヴ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
・
ケ
ン
プ
か
ら
の
音
楽
の
捧
げ
も
の

HIROSHIMA 
〇,•a 、

Wll.JolE山 K>Mm

0,9,/k匹 :trl• .,d,r')V,/tfdtdt叫血如
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埓
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LPE 17069⑨ HI-fl 

写真 1 LPレコード「HIROSHIMA」ジャケッ ト表
註・オルガン演奏はヴィルヘルム・ケンプである。

・ドイツ ・グラモフォン社 LPE17069(昭和 31年発売）
(Deutsche Grammophon Gesellschaft LPE 17069, 1956) 

さ
て
、
こ
の
レ
コ
ー
ド
の
タ
イ
ト
ル
は
「
H
I
R
O
S
H
I
M
A
」
で
、
副
題
は

「

O
r
g
e
l
k
o
n
z
e
r
t
a
u
s
 d
e
r
 W
e
l
t
f
r
i
e
d
e
n
sk
i
r
c
h
e
 mi
t
 W
e
r
k
e
n
 v
o
n
 J
o
h
a
n
n
 S
e
b
a
s
ti
a
n
 

B
a
c
h
」
で
あ
る
。
直
訳
す
る
と
「
世
界
平
和
教
会
で
の
ヨ
ハ
ン

・セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン

・
バ
ッ

ハ
作
品
オ
ル
ガ
ン

・コ

ン
サ
ー
ト
」
と
な
る
。
裏
に
は
一
九
五
六
年
七
月
を
表
す
「
7
/
56
」

と
い
う
数
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。

タ
イ
ト
ル
に
都
市
の
名
称
が
使
わ
れ
て
い
る
バ
ッ
ハ
の
レ
コ
ー
ド
を
手
に
す
る
の
は
初
め

て
だ
。
し
か
も
、
「
H
I
R
O
S
H
I
M
A
」
で
あ
る
。

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
サ
イ
ズ
は
縦
二
六

・
七

Cm
x
横
二
六

・
四

em
。
黄
色
の
帯
上
に
黒
文
字
で

タ
イ
ト
ル
が
印
刷
さ
れ
、
そ
の
下
に
は
、
こ
げ
茶
色
の
大
地
、
大
地
の
上
に
横
に
た
な
び
く
雲
、

雲
の
上
の
青
空
、
天
を
突
き
刺
す
よ
う
な
鋭
角
の
図
形
と
オ
ル
ガ
ン
の
モ
チ
ー
フ
を
組
み
合

わ
せ
た
抽
象
画
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
鋭
角
の
図
形
を
眺
め
て
い
る
と
、
ま
る
で
世
界
平

和
記
念
聖
堂
の
オ
ル
ガ
ン
の
贈
り
主
で
あ
る
ド
イ
ツ
・
ケ
ル
ン
市
に
そ
び
え
る
大
聖
堂
の
よ
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写真2 ヴィルヘルム・ケンプ
cSiegfried Lauterwasser / DG 

う
で
あ
る
。

演
奏
者
ケ
ン
プ

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ケ
ン
プ
（
写
真
2
)
は、

ド
イ
ツ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
り
、
オ
ル
ガ
ニ
ス

ト
で
あ
る
。
明
治
二
八

(
-
八
九
五
）
年
十
一

月
二
五
日
に
ユ
ー
タ
ボ
ク

(
J
i
i
t
e
r
b
o
g
)

で

生
ま
れ
た
。
四
歳
で
初
め
て
ピ
ア
ノ
の
鍵
盤
を
叩
き
、
Q

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
父
親
の
下
で
教
育

を
受
け
た
。
そ
の
父
が
あ
る
時
、
ケ
ン
プ
に
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
曲
を
弾
い
て
聴
か
せ
な
が
ら
「
誰

が
作
っ
た
か
わ
か
る
か
い
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
幼
い
ケ
ン
プ
は
「
神
様
で
し
ょ
う
」
と
答

え
た
と
い
う
。
ケ
ン
プ
に
と
っ
て
音
楽
は
始
め
か
ら
神
の
も
の
で
あ
り
、
神
の
言
葉
だ
っ
た

と
い
う
見
解
④
に
も
う
な
ず
け
る
。
明
治
三
八
(
-
九
0
五
）
年
、
九
歳
か
ら
ベ
ル
リ
ン
音

楽
大
学
で
学
び
、
明
治
四

0
(一
九
〇
七
）
年
十
月
に
最
初
の
演
奏
会
を
開
い
た
。
そ
の
後
、

哲
学
と
音
楽
史
を
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
、

大
正
五
（
一

九

一
六
）
年
か
ら
演
奏
家
と
し
て

本
格
的
な
活
動
を
始
め
た
。
大
正
十
三
(
-
九
二
四
）
年
に
シ
ュ
ト
ウ
ッ
ト
ガ
ル
ト
音
楽
大

学
の
学
長
に
就
任
し
た
が
、
五
年
後
、
職
業
演
奏
家
に
専
念
す
る
た
め
退
任
し
て
い
る
。
ケ

ン
プ
は
演
奏
活
動
の

一
方
で
、
作
曲
家
と
し
て
活
動
を
続
け
な
が
ら
、
さ
ら
に
教
育
者
と
し

て
多
く
の
有
能
な
生
徒
に
知
識
と
経
験
を
伝
授
し
た
。

ケ
ン
プ
は
二
つ
の
世
界
大
戦
を
経
験
し
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
ナ
チ
ス
と
の
関
係

を
疑
わ
れ
た
た
め
、
戦
後
は

一
時
演
奏
活
動
を
制
限
さ
れ
、

半
ば
引
退
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
態
に
置
か
れ
た
。6

そ
の
時

期
、
作
曲
や
自
叙
伝
を
執
筆

す
る
一
方
で
平
和
の
大
切
さ

を
深
く
考
え
た
に
違
い
な
い
。

彼
は
音
楽
を
「
言
語
に
依

存
せ
ず
、
ど
こ
の
国
の
誰
に

で
も
通
じ
る
、
国
境
を
越
え

て
人
々
を
結
び
つ
け
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
だ
」
と
捉
え
て
い
た
。

こ
の
精
神
か
ら
、
広
島
の
世
界
平
和
記
念
聖
堂
で
の
オ
ル
ガ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
の
ア
イ
デ
ア

が
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。6

ケ
ン
プ
は
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
十
一
月
十
四
日
、
オ
ル
ガ
ン
演
奏
の
前
日
に
広
島

で
行
わ
れ
た
記
者
会
見
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

忘
れ
も
し
な
い
昭
和
二

0
(一
九
四
五
）
年
八
月
の
あ
る
日
、
私
は
ド
イ
ツ
で
広
島

が
ひ
ど
い
爆
弾
を
浴
び
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
ま
し
た
。
十
八
年
前
（
昭
和
十

一
(
-
九
三
六
）
年
）

に
広
島
に
来
ま
し
た
が
、
あ
の
鳥
居
や
景
色
は
今
で
も
は
っ

き
り
覚
え
て
い
ま
す
。
ま
っ
た
く
素
晴
ら
し
い
印
象
と
し
て
生
涯
消
え
な
い
で
し
ょ

う
。
小
さ
い
無
数
の
島
々
や
建
物
は
立
派
な
芸
術
で
す
。
広
島
の
オ
ル
ガ
ン
の
こ
と

は
ド
イ
ツ
の
新
聞
で
知
り
ま
し
た
が
、
非
常
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
十
五
日
に
こ

の
オ
ル
ガ
ン
を
弾
く
こ
と
が
で
き
る
の
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ

で
オ
ル
ガ
ン
は
「
楽
器
の
女
王
」
「
平
和
の
女
王
」
と
ま
で
言
わ
れ
て
お
り
、
私
も
元

来
は
オ
ル
ガ
ン
奏
者
で
す
。
全
て
の
芸
術
家
は
心
の
平
和
と
世
の
現
実
の
平
和
を
望

み
ま
す
。
そ
の
意
味
で
広
島
の
オ
ル
ガ
ン
を
是
非
弾
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
勺

ケ
ン
プ
は
、
ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン
市
が
広
島
に
オ
ル
ガ
ン
を
贈
っ
た
こ
と
に
感
銘
を
受
け
、

痛
ま
し
い
戦
争
の
犠
牲
と
な
っ
た
ま
ち
の
た
め
に
音
楽
家
の
自
分
が
で
き
る
平
和
へ
の
奉
仕

と
し
て
、
広
島
で
の
オ
ル
ガ
ン
演
奏
を
願
い
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。C

平
成
三

(
-
九
九

一
）
年
五
月
二
三
日
、
九
五
歳
で
死
去
す
る
ま
で
の
間
、
広
島
で
こ
の

オ
ル
ガ
ン
を
演
奏
し
た
記
録
が
残
る
の
は
昭
和
二
九
(
-
九
五
四
）
年
十
一
月
十
五
日
と
昭

和
四
二

(
-
九
六
七
）
年
十
一
月
二
五
日
0

の
二
度
で
、
レ
コ
ー
ド
は
最
初
の
演
奏
の
時
の

録
音
で
あ
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
の
世
界
平
和
記
念
聖
堂

レ
コ
ー
ド
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
オ
ル
ガ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
の
会
場
を
ド
イ

ツ
語
か
ら
日
本
語
に
直
訳
す
る
と
「
世
界
平
和
教
会
」
と
な
る
が
、
こ
れ
は
中
区
の
「
カ
ト
リ
ッ

ク
懺
町
教
会
世
界
平
和
記
念
聖
堂
（
写
真
3
)
」
で
あ
る
。

こ
の
聖
堂
は
、
昭
和
二
0
(
一
九
四
五
）
年
八
月
六
日
、
広
島
に
投
下
さ
れ
た
世
界
最
初
の
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原
子
爆
弾
の
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々

の
追
憶
と
慰
霊
の
た
め
に
、
ま
た
全

て
の
国
の
人
々
の
友
愛
と
平
和
の
し

る
し
と
し
て
建
て
ら
れ
た
。

建
設
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
地
で

被
爆
し
た
ド
イ
ツ
人
主
任
司
祭
フ
ー

ゴ
・
ラ
サ
ー
ル
神
父
（
日
本
名
・
愛

宮
真
備
、
広
島
市
特
別
名
誉
市
民
、

一
八
九
八

s
一
九
九

0
)
を
中
心
と

し
た
活
動
が
実
を
結
び
、
名
誉
総
裁

を
高
松
宮
宣
仁
殿
下
、
総
裁
を
吉
田

茂
内
閣
総
理
大
臣
、
名
誉
会
長
を
一

萬
田
尚
登
日
本
銀
行
総
裁
、
会
長
を

池
田
勇
人
大
蔵
大
臣
と
し
、
各
界
の

人
々
か
ら
な
る
建
設
後
援
会
が
設
立
さ
れ
、
0

民
族
や
宗
派
を
超
え
て
多
く
の
寄
付
が
集
ま
っ

ll

り

5
5

た。
0

寄
付
金
は
海
外
か
ら
約
六
千
万
円
0

で
国
内
か
ら
は
約
四
千
万
円
0

で
あ
っ
た
。
海
外

0

心

の
主
な
寄
付
者
は
米
国
の
篤
志
家
（
匿
名
）
で
あ
る

0

ま
た
、
建
築
基
金
に
対
す
る
浄
財
献

金
の
ほ
か
に
、
備
品
祭
具
等
が
世
界
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
内
訳
は
、
オ
ル
ガ
ン
（
当
時
四

0
0万
円
相
当
、
い
｀
ド
イ
ツ
・
ケ
ル
ン
市
か
ら
）
、
四
つ

の
平
和
の
鐘
（
ド
イ
ツ
・
製
鋼
会
社
ボ
フ
メ
ル
・
フ
ェ
ラ
イ
ン
社
か
ら
）
、
大
理
石
本
祭
壇
（
ベ

ル
ギ
ー
か
ら
）
、
聖
櫃
（
ド
イ
ツ
・
ボ
ン
市
か
ら
）
、
地
下
聖
堂
の
聖
櫃
（
ス
ペ
イ
ン
か
ら
）
、

洗
礼
盤
（
ド
イ
ツ
・
ア
ー
ヘ
ン
市
か
ら
）
、
十
字
架
の
道
行
の
壁
掛
（
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー

市
か
ら
）
、
青
銅
製
正
面
扉
（
ド
イ
ツ
・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
市
か
ら
）
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
（
欧

州
及
び
南
米
に
お
け
る
巡
礼
の
聖
地
か
ら
）
等
で
あ
る
。
聖
堂
は
昭
和
二
五
(
-
九
五

0
)

年
の
平
和
記
念
日
（
八
月
六
日
）
に
着
工
。
四
年
後
の
同
日
完
成
・
献
堂
さ
れ
た
。
こ
の
建

物
は
日
本
的
性
格
と
記
念
建
築
の
荘
厳
さ
を
備
え
つ
つ
、
新
し
い
時
代
に
適
応
し
た
宗
教
建

築
を
実
現
し
た
建
築
家
村
野
藤
吾
(
-
八
九
一
＼

一
九
八
四
）
の
設
計
が
評
価
さ
れ
、
平
成

十
八
（
二

0
0六
）
年
七
月
に
広
島
平
和
記
念
資
料
館
と
共
に
戦
後
の
建
築
物
と
し
て
初
の

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
ラ
サ
ー
ル
神
父
の
人
柄
に
感
動
し
た
村
野
は
こ
の
聖
堂

の
設
計
料
の
受
取
り
を
辞
退
し
て
い
る
。5

... -~~ 心~
写真3 竣工した世界平和記念聖堂と周辺の市街地

（宗教法人カトリ ック広島司教区提供）

世
界
平
和
記
念
聖
堂
に
オ
ル
ガ
ン
を
贈
っ

た
ケ
ル
ン
市
は
、
広
島
と
同
じ
く
戦
争
で
徹

底
的
に
破
壊
さ
れ
た
都
市
で
あ
る
。
鍵
盤
台

の
右
側
に
銘
板
（
写
真
4
)
が
あ
り
、
そ
の

中
央
に
ケ
ル
ン
市
の
紋
章
と
広
島
市
を
表
す

サ
ク
ラ
の
花
の
模
様
が
描
か
れ
、
右
側
に
「
ケ

ル
ン
と
廣
島
お
な
じ
苦
し
み
に
結
ば
れ

つ
世
界
の
平
和
の
た
め
共
に
働
き
共

に
祈
る
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
同

じ
言
葉
が
、
左
側
に
は
ド
イ
ツ
語
、
下
側
に

は
ラ
テ
ン
語
で
記
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
、
当
時
の
広

島
教
区
長
荻
原
晃
神
父
(
-
八
九
六
＼
一
九

九
一
）
が
聖
堂
建
設
の
協
力
を
呼
び
か
け
る

介

た
め
に
渡
欧
0

し
た
際
、
ケ
ル
ン
市
長
に
オ

ル
ガ
ン
寄
贈
を
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
翌
年
ケ

ル
ン
市
議
会
が
寄
贈
を
決
議
し
、
そ
の
当
時

の
日
本
で
は
貴
重
な
オ
ル
ガ
ン
が
世
界
平
和

記
念
聖
堂
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ケ
ル
ン
市
長
は
市
議
会
に
対
す
る
演
説
で
、

戦
争
に
対
す
る
反
省
、
平
和
へ
の
願
い
、
そ

し
て
戦
争
被
害
に
対
す
る
同
情
を
強
く
語
り

か
け
た
と
い
う
。

オ
ル
ガ
ン
は
ボ
ン
市
内
で
製
作
さ
れ
、
昭

四
オ
ル
ガ
ン

A) a ft 

写真 5 2段の鍵盤台 写真4 ケルン市から贈られたオルガンの銘板

宗
教
法
人
カ
ト
リ
ッ
ク
広
島
司
教
区
で
は
、
国
・
県
・
市
の
補
助
の
下
、
こ
の
重
要
文
化

財
で
あ
る
聖
堂
を
末
永
く
保
存
す
る
た
め
平
成
二
五
（
二
0
一
三
）
年
度
か
ら
本
格
的
な
調

査
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。
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写真6 設置当時のオルガン

（宗教法人カトリック広島司教区提供）

a
 

和
二
八

(
-
九
五
三
）
年
二
月
八
日
に
同
市
で
贈
呈
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。0

贈
呈
式
の
こ
と

は
米
国
に
ま
で
伝
わ
り
、
0

『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
論
説
は
犠
牲
者
の
死
を
無
駄

に
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
論
調
で
あ
っ
た
蔽
昭
和
二
八
(
-
九
五
三
）
年
六
月
に
完
成
。
5

パ

イ
プ
は
一
，
七
六
七
本
＠
‘
で
、
鍵
盤
二
段
（
写
真
5
)
、
音
栓
（
「
ス
ト
ッ
プ
」
と
も
呼
ば
れ

る
音
色
を
切
り
替
え
る
ボ
タ
ン
式
の
ス
イ
ッ
チ
）

二
五
（
別
表
ー
「
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ク
ラ
イ
ス

社
製
オ
ル
ガ
ン
の
構
成
一
覧
」
参
照
）
を
有
し
て
お
り
、
聖
堂
二
階
部
分
の
最
後
部
の
壁
面

5
5
 

に
接
す
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
た
。
（
写
真
6
)
新
聞
に
「
日
本

一
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
」
3

あ
る

心

い
は
「
東
洋

一
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
」
0

と
書
か
れ
る
ほ
ど
の
最
大
級
の
オ
ル
ガ
ン
だ
っ
た
。

（
別
表
2

「
初
期
の
国
内
オ
ル
ガ
ン
」
参
照
）

披
露
演
奏
会
は
献
堂
式
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
昭
和
二
九

(
-
九
五
四
）
年
八
月
三
日

か
ら
二
夜
連
続
で
行
わ
れ
た
。
第
一
夜
は
「
古
典
オ
ル
ガ
ン
音
楽
の
夕
」
、
第
二
夜
は
「
現
代

オ
ル
ガ
ン
音
楽
の
夕
」
で
あ
る
。
演
奏
者
は
広
島
市
木
挽
町
（
現
在
の
中
区
中
島
町
）
出
身

で
日
本
の
オ
ル
ガ
ン
界
の
草
分
け
と
し
て
知
ら
れ
る
木
岡
英
三
郎
(
-
八
九
五
ー
一
九
八
二
）

9
i
 

で
あ
っ
た
。3

八
月
六
日
の
献
堂
式
当
日
に
は
高
松
宮
宣
仁
殿
下
、
同
妃
殿
下
御
臨
席
の
下
、
山
上
雅
庸
（
一

九
二
二
＼
二
0
0二
）
が
演
奏
し
、
荘
厳
な
音
が
聖
堂
に
溢
れ
ん
ば
か
り
の
人
々
に
披
露
さ

0
 

れ
た
。Q

山
上
は
、
被
爆
地
広
島
の
若
人
に
希
望
の
灯
を
と
も
そ
う
と
し
た
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ゴ
ー
セ

ン
ス
神
父
(
-
九

0
九
＼
一
九
七
三
）
の
下
に
集
ま
っ
た
有
志
ら
と
共
に
、
昭
和
二
二
（
一

九
四
七
）
年
の
広
島
音
楽
教
室
（
後
の
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
）
の
創
設
に
関
わ
っ
た
人
物

の
一
人
で
あ
る
。

世
界
平
和
記
念
聖
堂

の
オ
ル
ガ
ン
の
柿
落
と

し
で
ケ
ン
プ
が
演
奏
し

f
 

た
と
い
う
説
¢
も
あ
る

が
、
ケ
ン
プ
が
初
め
て

演
奏
し
た
の
は
昭
和
二

九
（
一
九
五
四
）
年
十

一
月
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
こ
の
オ
ル
ガ

鉄
は
人
間
の
使
い
方
次
第
で
戦
争
の
道
具
に
も
平
和
を
呼
び
か
け
る
鐘
に
も
な
り
得
る
。

ル
ー
ル
工
業
地
帯
の
中
心
都
市
ボ
ー
フ
ム
市
に
あ
る
製
鋼
会
社
ボ
フ
メ
ル
・
フ
ェ
ラ
イ
ン
社

は
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
砲
弾
や
砲
身
を
製
造
す
る
兵
器
工
場
で
あ

っ
た
が
、
平
和
へ
の
誓

五
平
和
の
鐘

ン
は
昭
和
四
八
(
-
九
七
三
）
年
の
改

修
工
事
で
パ
イ
プ
数
が
三
，
三
五
五
本

沿
i

と
な
り
0

（
写
真
7
)
、
従
来
の
鍵
盤
台

d
5
 

は
残
さ
れ
た
が
三
段
の
鍵
盤
台

e
（
写
真

8
)
が
追
加
、
音
栓
（
ス
ト
ッ
プ
）
も

四
0
に
改
造
さ
れ
、
さ
ら
に
新
し
い
鍵

盤
台
で
は
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
従
来
の
電
気

式
で
は
な
く
機
械
式
に
変
更
さ
れ
た
。

パ
イ
プ
群
が
信
者
席
に
や
や
近
い
位
置

に
移
さ
れ
、
相
当
数
の
旧
パ
イ
プ
撤
去

や
組
替
え
が
行
わ
れ
た
た
め
、
ケ
ン
プ

が
演
奏
し
た
当
時
の
響
き
は
も
は
や
再

現
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
で

も
当
時
の
音
を
記
録
し
た
こ
の
レ
コ
ー

ド
は
貴
重
で
あ
る
。

ケ
ル
ン
市
か
ら
贈
ら
れ
た
オ
ル
ガ
ン

を
建
造
し
た
の
は
、
ボ
ン
市
で
代
々
続

い
た
オ
ル
ガ
ン
ビ
ル
ダ
ー
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・

ク
ラ
イ
ス
社
の
ヘ
ル
マ
ン
・
ク
ラ
イ

ol 

ス
。
侶
昭
和
四
八
(
-
九
七
三
）
年
の

修
復
・
改
造
を
請
け
た
の
は
、
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
グ
の
オ
ル
ガ
ン
ビ
ル
ダ
ー
、
ゲ

オ
ル
ク
・
ヴ
ェ
ス
テ
ン
フ
ェ
ル
ダ
ー
で
あ

る
。
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写真8 追加された 3段の鍵盤台 写真7 改修後のオルガン（正面後方の真ん中）
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い
を
込
め
て
世
界
平

和
記
念
聖
堂
の
た
め

に
四
つ
の
平
和
の
鐘

（
別
表
3

「
塔
鐘
の
概

要
」
参
照
）
を
鋳
造

し
た
。
ボ
フ
メ
ル
・

フ
ェ
ラ
イ
ン
社
の
エ

場
内
で
昭
和
二
七
（
一

九
五
二
）
年
十
月
三

一
日
に
行
わ
れ
た
贈

呈
式
g
は
国
民
的
大
行
事
で
あ
っ
た
と
い
う
。
位
（
写
真
9
)
こ
れ
ら
の
鐘
は
昭
和
二
八
(
-
九

五
三
）
年
一
月
二
三
日
に
神
戸
で
陸
揚
げ
さ
れ
、
広
島
駅
に
は
同
年
二
月
九
日
朝
に
到
着
し

t
5
 

駅
で
保
管
と
な
っ
た
。8

贈
ら
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
織
町
教
会
側
で
は
昭
和
二
八

(
-
九
五
三
）
年
二
月
十
五
日
午
前

十
時
四
五
分
か
ら
駅
に
関
係
者
約
五

0
0人
が
集
い
引
取
式
が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
リ
ボ
ン

で
飾
ら
れ
た
四
つ
の
鐘
を
載
せ
た
二
台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
同
日
午
前
十
一
時
か
ら
ド
イ
ツ
で
録

音
さ
れ
た
鐘
の
音
を
ラ
ジ
オ
・
カ
ー
で
再
現
し
な
が
ら
荒
神
町
、
稲
荷
橋
、
山
口
町
（
現
在

の
銀
山
町
、
胡
町
、
織
町
の
各
一
部
）
、
世
界
平
和
記
念
聖
堂
の
コ
ー
ス
で
パ
レ
ー
ド
し
、
正

午
か
ら
は
到
着
式
が
行
わ
れ
た
。
広
島
教
区
長
荻
原
晃
神
父
は
「
全
世
界
の
市
民
と
共
に
手

を
携
え
て
世
界
平
和
の
た
め
努
力
し
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
お
祈
り
、
聖
歌
合
唱
な
ど
の
後
、

午
後
二
時
過
ぎ
に
閉
会
し
た
。⑱

同
年
三
月
二
九
日
「
枝
の
主
日
」
⑮
に
は
古
式
ゆ
か
し
い
祝
別
式
が
行
わ
れ
た
。
式
に
は
西

ド
イ
ツ
代
理
公
使
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ノ
ル
テ
博
士
、
ベ
ル
ギ
ー
大
使
夫
人
、
地
元
か
ら
浜
井

信
三
広
島
市
長
、
森
戸
辰
男
広
島
大
学
初
代
学
長
な
ど
約
三
0
0名
が
参
集
。
ノ
ル
テ
博
士

は
「
こ
の
鐘
を
平
和
の
道
標
と
し
て
、
と
も
に
戦
禍
の
痛
手
を
こ
う
む
っ
た
日
独
両
国
民
が

相
携
え
て
世
界
平
和
の
た
め
に
努
力
し
た
い
」
と
祝
辞
で
述
べ
、
荻
原
教
区
長
の
手
で
鐘
の

ス
イ
ッ
チ
が
入
れ
ら
れ
四
つ
の
平
和
の
鐘
が
厳
か
に
鳴
り
渡
り
午
後
一
時
過
ぎ
に
閉
会
と

な
っ
た
油

二
月
の
新
聞
g

で
は
世
界
平
和
記
念
聖
堂
へ
の
取
付
け
は
ド
イ
ツ
代
表
が
行
う
予

定
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
四
月
ニ―

日
に
日
本
通
運
広
島
支
店
の
無
償
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り

取
り
付
け
ら
れ
た
。⑯

写真9 ドイツで行われた鐘の贈呈式
（宗教法人カトリ ック広島司教区提供）

六

波
乱
に
富
ん
だ
今
の
時
代
で
す
が
、
広
島
の

平
和
記
念
聖
堂
に
オ
ル
ガ
ン
が
作
ら
れ
る
と

知
っ
た
瞬
間
ほ
ど
感
動
し
た
こ
と
は
稀
で
し

た
。
オ
ル
ガ
ン
は
よ
く
「
楽
器
の
女
王
」
と
呼

ば
れ
ま
す
。
確
か
に
女
王
に
は
違
い
あ
り
ま
せ

ん
が
、
目
に
は
見
え
な
い
「
平
和
の
王
冠
」
を

か
ぶ
っ
た
女
王
で
す
。
先
祖
代
々
そ
う
し
て
き

た
よ
う
に
私
も
オ
ル
ガ
ン
の
前
に
座
る
と
、
い

つ
も
何
か
神
聖
な
も
の
を
感
じ
て
身
が
引
き
締

ま
る
の
も
そ
の
た
め
で
す
。

広
島
の
オ
ル
ガ
ン
は
特
別
な
オ
ル
ガ
ン
で

す
。
昭
和
二

0
(
一
九
四
五
）
年
ま
で
、
美
し

い
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
ご
く
普
通
の
都
市
だ
っ

た
広
島
の
ま
ち
は
、
今
日
、
全
人
類
共
通
の
願

い
を
論
を
待
た
ず
明
快
に
表
す
象
徴
に
な
っ
て

レ
コ
ー
ド
に
刻
ま
れ
た
録
音
内
容

639 
血 :ruf'inぃlir,Herr Je1111 Chri$t 

t& T&kte 

Ped. 

楽譜 1 主イエス・キリストよ、われ汝に呼ばわる（冒頭）
Used by kind permission of Breitkopf & Hartel, Wiesbaden, Germany. 

直
径
二
五

cm
の
黒
い
盤
面
に
針
を
下
ろ
す
と
、
ま
ず
聴
こ
え
て
く
る
の
は
世
界
平
和
記
念

聖
堂
の
鐘
の
音
で
あ
る
。
約
二
分
間
、
平
和
の
鐘
が
高
ら
か
に
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、

ケ
ン
プ
の
希
望
に
よ
り
収
録
さ
れ
た
も
の
だ
。
邸
．

次
に
オ
ル
ガ
ン
コ
ラ
ー
ル
「
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
よ
、
わ
れ
汝
に
呼
ば
わ
る

(
I
c
h
r
u
f
 

z
u
 d
ir
,
 

H
e
r
r
 J
e
s
u
 C
hr
ist) 
B
W
>
六
三
九
」
（
楽
譜
l
)
ぼ
が
ゆ
っ
く
り
と
演
奏
さ
れ
る
。

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
で
バ
ッ
ハ
研
究
家
で
も
あ
っ
た
ア
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー

博
士
(
-
八
七
五
＼
一
九
六
五
）
が
「
音
楽
史
全
体
に
お
け
る
最
大
の
出
来
事
の
ひ
と
つ
」

と
評
し
た
5

「
オ
ル
ガ
ン
小
曲
集
B
W
>
五
九
九
＼
六
四
四
」
の
中
の

一
曲
で
あ
る
。
「
コ
ラ
ー

ル
」
と
は
、
ル
タ
ー
派
の
教
会
で
会
衆
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
賛
美
歌
で
、
万
人
に
受
け
入
れ

易
い
曲
が
多
い
。
「
オ
ル
ガ
ン
コ
ラ
ー
ル
」
は
、
こ
う
し
た
賛
美
歌
の
旋
律
を
使
っ
て
作
曲
し

た
オ
ル
ガ
ン
曲
で
あ
る
。

続
い
て
ケ
ン
プ
の
ス
ピ
ー
チ
が
始
ま
る
。
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こ
の
「
永
遠
の
平
和
(
p
a
x
a
e
t
e
r
n
a
)
」

ケ
ン
プ
が
語
り
終
え
る
と
、

ド
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
は
オ
ル
ガ
ン
コ
ラ
ー
ル

）」
と
、

e
m
m
a
l
 soll s
c
h
e
i
d
e
n
 心

5

の
第
六
二
曲
（
楽
譜
3
)
U
の
題
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

楽譜2 我、心から待ち望む （冒頭）
Used by kind permission of Breitkopf & Harte 
Wiesbaden, Germany. 

'1'心 'zz

72. Chora.l. (Ch. 1, 2) llesebung wie 

｝臼.J_ ,i t.8 Ta出e

ゞ

楽譜3 いつの日か我去り逝くとき （冒頭）
Used by kind permission of Breitkopf & Hartel, 
Wiesbaden, Germany. 

い
ま
す
。
そ
れ
は
平
和
へ
の
願
い
で
す
。
広
島
と
長
崎
に
落
ち
た
黙
示
録
さ
な
が
ら

の
閃
光
は
、
人
類
の
現
状
を
我
々
に
突
き
つ
け
た
と
言
え
ま
す
。
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
に
は
、

既
に
こ
う
し
た
悲
惨
な
光
景
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
地
獄
で
、
こ
れ
を
音
楽

的
に
表
す
と
「
短
調
」
で
す
が
、
こ
れ
に
対
し
て
存
在
す
る
の
が
、
天
国
の
よ
う
に

t
 

純
粋
な
「
長
調
」
で
す
。
つ
ま
り
、
偉
大
な
教
会
人
u
い
わ
く
「
五
人
目
の
福
音
史
家
」

ヨ
ハ
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ッ
ハ
の
世
界
で
す
。
こ
の
福
音
史
家
の
説
法
に
人

間
の
言
語
は
一
切
使
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
世
界
中
の
人
々
が
理
解
で
き
ま
す
。

平
和
の
鐘
が
鳴
り
や
ん
だ
と
き
、
こ
の
広
島
の
平
和
記
念
聖
堂
の
平
和
の
オ
ル
ガ

ン
で
演
奏
で
き
る
こ
と
は
ま
さ
に
神
の
思
し
召
し
、
幸
運
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

信
仰
の
告
白
と
お
祈
り
と
し
て
「
我
ら
に
平
和
を
与
え
た
ま
え

(
D
o
n
a
n
o
b
i
s
 

p
a
c
e
m
)
」
と
い
う
言
葉
を
胸
に
、
平
和
の
た
め
に
戦
っ
て
い
る
人
た
ち
の
仲
間
入
り

を
す
る
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で
す
。
世
界
中
の
教
会
・
寺
院
が
鐘
を
鳴
り
響
か
せ
て
、

へ
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
。

次
に
オ
ル
ガ
ン
コ
ラ
ー
ル
「
我
、
心
か
ら
待
ち
望
む

t
 

(
H
e
r
z
l
i
c
h
 t
u
t
 m
i
c
h
 v
e
r
l
a
n
g
e
n
)
 B
W
>
七
二
七
」
（
楽
譜
2
)
a
が
演
奏
さ
れ
る
。

こ
の
曲
は
、

マ
タ
イ
受
難
曲
で
題
名

レ
コ
ー

「
い
つ
の
日
か
我
去
り
逝
く
と
き

(
W
e
n
n
i
c
h
 

バ
ッ
ハ
の
最
高
傑
作
「
マ
タ
イ
受
難
曲

B
W
>
二
四
四
」

を
変
え
て
五
箇
所
に
使
わ
れ
中
心
的
な
存
在

と
な
っ
て
い
る
有
名
な
コ
ラ
ー
ル
だ
。
こ
れ

ら
二
つ
の
曲
は
和
声
付
け
が
異
な
る
別
の
曲

で
あ
る
が
、

主
題
の
旋
律
は
共
通
と
な
っ
て

い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
非
常
に
印
象
深
い

旋
律
だ
。

B
面
に
は
「
パ
ッ
サ
カ
リ
ア
と
フ
ー
ガ
ハ

短
調

(
P
a
s
s
a
c
a
g
l
i
a
u
n
d
 F
u
g
e
 c
 ,
 
m
o
l
l
)
 B
 

W
>
五
八
二
」
（
楽
譜
4
)
ぃ`
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
ペ
ダ
ル
鍵
盤
に
よ
る
低
音
主
題
か
ら

展
開
さ
れ
る
壮
大
な
変
奏
曲
と
フ
ー
ガ
で
、

数
学
的
と
も
例
え
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
的

秩
序
を
持
ち
、
伯
緻
密
に
書
か
れ
た
力
強
い

作
品
だ
。

い
ず
れ
も
地
味
な
演
奏
だ
が
、
一
音
一
音
、

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
祈
る
が
ご
と
く
丁

寧
に
弾
か
れ
、
滋
味
あ
ふ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

巨
匠
、
陰
の
猛
練
習

昭
和
二
九
(
-
九
五
四
）
年
秋
、
戦
後
初
の
ケ
ン
プ
の
来
日
に
際
し
、
ケ
ン
プ
夫
妻
を
出

迎
え
に
胸
を
躍
ら
せ
て
広
島
か
ら
上
京
し
た
男
が
い
た
。
市
内
で
楽
器
店
を
営
ん
で
い
た
中

山
良

一
で
あ
る
。
ケ
ン
プ
は
言
っ
た
。
「
こ
の
度
、

N
H
K
に
招
か
れ
て
参
り
ま
し
た
が
、

一

番
の
喜
び
は
広
島
の
世
界
平
和
記
念
聖
堂
に
新
し
く
据
え
ら
れ
た
オ
ル
ガ
ン
が
弾
け
る
こ
と

と
、
宮
島
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
心
ゆ
く
ま
で
眺
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。」
中
山
は
こ
れ
を
聞

い
て
、
朝
晩
心
ゆ
く
ま
で
宮
島
の
全
景
を
満
喫
し
て
も
ら
う
べ
く
心
を
込
め
た
お
も
て
な
し

ガ

を
す
る
た
め
に
、
対
岸
の
割
烹
旅
館
「
一
茶
苑」
U

の
二
室
と
ピ
ア
ノ
を
手
配
し
た
。

後
年
、
中
山
に
「
私
に
無
言
の
う
ち
に
一
生
を
通
じ
て
の
よ
き
反
省
を
促
さ
れ
ま
し
た
」

と
言
わ
せ
た
の
は
、
ケ
ン
プ
の
練
習
ぶ
り
だ
っ
た
。
毎
晩
真
夜
中
過
ぎ
ま
で
、
楽
譜
を
厳
し

く
見
つ
め
て
の
猛
練
習
で
あ
る
。
練
習
中
は
夫
人
で
す
ら
入
室
厳
禁
。
世
界
平
和
記
念
聖
堂

七

お2Passacaalia c-moll 
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八
で
オ
ル
ガ
ン
に
臨
ん
だ
と
き
も
全
く
同
様
だ
っ
た
と
い
う
。
5

ケ
ン
プ
の
素
晴
ら
し
い
演
奏

は
、
実
は
、
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
猛
練
習
の
賜
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

も
う
―
つ
の
演
奏
会

写真 10 t:(/-L, ）ヽ -・o 

録
音
の
た
め
の
オ
ル
ガ
ン
演
奏
の
前
日
、
昭
和
二
九
(
-
九
五
四
）
年
十
一
月
十
四
日
、

広
島
で
ピ
ア
ノ
演
奏
会
が
開
か
れ
た
。
演
奏
会
場
は
織
町
に
あ
っ
た
ザ
ビ
エ
ル
記
念
館
で
、

当
時
は
木
造
の
ホ
ー
ル
だ

っ
た
。
現
在
は

エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
の
セ
シ
リ
ア
ホ
ー
ル
と
い

う
立
派
な
ホ
ー
ル
に
建
て
替
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ケ
ン
プ
の
ピ
ア
ノ
演
奏
が
戦
後
初
め

て
広
島
市
民
に
披
露
さ
れ
た
。
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
「
月
光
」
や
「
ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
」
な
ど
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
の
名
曲
が
市
民
を
酔
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
印
刷
が
間

に
合
わ
な
か
っ
た
の
か
、
経
費
を
節
約
し
た
の
か
、
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
配
布
さ
れ
な

か
っ
た
と
い
う
。⑬

ケ
ン
プ
の
こ
の
時
の
来
日
コ
ン
サ
ー
ト
は
全
国
で
三

0
回
に
も
及
ん
だ
が
、
そ
の
た
め
に

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
井
口
基
成
(
-
九

0
八
S
一
九
八
三
）
が
国
産
の
特
に
優
秀
な
ピ
ア
ノ
三
台

を
選
ん
だ
。
こ
の
中
の
一
台
で
広
島
市
内
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
使
用
さ
れ
た
の
が
当
時
時
価

一
五

0
万
円
の
日
本
楽
器
製
造
製
ヤ
マ
ハ

コ
ン
サ
ー
ト
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
で
あ
る
。

広
島
で
の
演
奏
記
念
と
し
て
ケ
ン
プ
の
署

名
が
入
れ
ら
れ
た
こ
の
ピ
ア
ノ
は
、
平
和

記
念
公
園
内
に
建
設
中
だ
っ
た
広
島
市
公

会
堂
佃
（
昭
和
六
一
(
-
九
八
六
）
年
解
体
。

跡
地
は
現
在
、
広
島
国
際
会
議
場
）
に
と
、

中
山
が
経
営
す
る
楽
器
店
か
ら
広
島
市
に

ll 

寄
贈
さ
れ
た
。6

こ
の
と
き
ケ
ン
プ
が
広
島
で
署
名
し
た

ピ
ア
ノ
（
写
真
10)
は
、
関
係
者
か
ら
の

聴
き
取
り
に
よ
り
、
広
島
市
公
会
堂
の
取

壊
し
に
当
た
り
広
島
市
立
袋
町
小
学
校
に

移
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ケ
ン

プ
の
署
名
は
痕
跡
す
ら
残
っ
て
い
な
い
が
、
製
造
番
号
六
六
四

0
0か
ら
寄
贈
を
受
け
た
年

と
同
じ
昭
和
二
九
(
-
九
五
四
）
年
製
で
あ
る
こ
と
が
製
造
元
の
日
本
楽
器
製
造
（
現
ヤ
マ
ハ
）

で
確
認
で
き
た
。
署
名
が
残
さ
れ
て
い
な
い
点
を
疑
問
に
思
い
、
広
島
市
在
住
で
国
内
で
は

”i 

現
役
最
高
齢
の
ピ
ア
ノ
調
律
師
柴
田
寛
榮
氏
6

に
御
意
見
を
伺
っ
て
み
た
が
、
氏
が
お
持
ち

1
5
 

の
歴
史
的
ピ
ア
ノ
6

の
場
合
も
修
復
の
際
に
不
本
意
な
が
ら
名
演
奏
家
の
署
名
が
消
さ
れ
て
し

ま
っ
た
そ
う
で
あ
る
。5

調
査
の
過
程
で
ケ
ン
プ
の
署
名
入
り
ピ
ア
ノ
が
他
都
市
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
判
明
し

た
。
平
和
大
橋
と
西
平
和
大
橋
の
高
欄
の
設
計
で
知
ら
れ
る
彫
刻
家
イ
サ
ム

・
ノ
グ
チ
（

一

九
0
四
S
一
九
八
八
）
。
そ
の
彼
が
晩
年
に
設
計
し
た
札
幌
市
内
の
モ
エ
レ
沼
公
園
。
そ
の
公

園
で
ケ
ン
プ
の
署
名
入
り
ピ
ア
ノ
を
見
た
と
い
う
情
報
を
得
た
。
本
市
と
の
関
連
は
な
く
、

札
幌
の
多
米
楽
器
商
会
が
昭
和
五
四
(
-
九
七
九
）
年
の
ケ
ン
プ
来
日
時
に
練
習
用
に
と
用

意
し
た
日
本
楽
器
製
造
製
の
も
の
で
、

二
年
後
の
昭
和
五
六
(
-
九
八
一
）
年
に
札
幌
市
が

t5 

同
楽
器
店
か
ら
寄
贈
を
受
け
て
い
た
。6

世
界
平
和
記
念
聖
堂
で
の
オ
ル
ガ
ン
演
奏
は
、

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
の
翌
日
の
昭
和
二
九
(
-
九

五
四
）
年
十
一
月
十
五
日
朝
、

N
H
K
が
録
音
し

た
。
写
真
11
は
、
ケ
ン
プ
の
自
筆
で
こ
の
と
き
演

奏
し
た
曲
名
「
B
a
c
h
:
P
a
s
s
a
c
a
g
l
i
a
 &
 F
u
g
e
」、

そ
の
主
題
の
楽
譜
並
び
に
場
所
及
び
日
付
け
を
示

す
文
字
「
H
i
r
o
s
h
i
m
a
,
1
5
 X
I
'
5
4
」
を
記
し
た

も
の
で
あ
る
。
ケ
ン
プ
が
後
に
日
本
の
フ
ァ
ン
に

贈
っ
た
ブ
ロ
マ
イ
ド
の
裏
に
書
か
れ
て
い
た
も
の

だ
。
自
筆
の
楽
譜
に
み
ら
れ
る
筆
跡
は
音
楽
を
慈

し
む
か
の
よ
う
に
美
し
く
、
ど
こ
と
な
く
J
.
S
.

バ
ッ
ハ
の
自
筆
楽
譜
に
似
て
い
る
。

ケ
ン
プ
は
、

N
H
K
か
ら
の
謝
礼
金
を
原
爆
の

被
災
者
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
、
広
島
市
分

九
被
爆
者
に
捧
げ
る

、,13C,L.,."-: CZ: っo...c咳，，，a込＇豆ミぇ

三号一竺竺？
) 
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写真 11 ケンプの肉筆（松本ユリコ氏提供）
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ピ
ア
ノ
演
奏
会
が
広
島
で
開
か
れ
た
昭
和
四
二

(
-
九
六
七
）
年
十
一
月
二
五
日
、
ケ
ン

プ
は
七
二
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
。「
広
島
へ
行
っ
た
ら
、
も
う
一
度
、
是
非
、
世
界
平
和
記

十
ケ
ン
プ
と
オ
ル
ガ
ン
と
の
再
会

十
万
円
、
長
崎
市
分
八
万
円
を
浜
井
信
三
広
島
市
長
に
託
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
織
町
教
会
に
対

9
5
 

し
て
も
二
万
円
を
寄
付
し
た
。6

官
製
は
が
き
が
一
枚
五
円
、
広
島
電
鉄
の
路
面
電
車
の
運
賃

が
十
三
円
だ
っ
た
時
代
で
あ
る
。
現
在
よ
り
も
一
桁
物
価
が
安
か
っ
た
。

こ
の
録
音
は
、

三
日
後
の
十
一
月
十
八
日
午
後
九
時
十
五
分
か
ら
二
五
分
間
、

N
H
K
ラ
ジ

ガ

オ
第
一
放
送
で
全
国
に
流
さ
れ
た
。6

そ
し
て
、
大
み
そ
か
の
夜
に
は
、
十
五
分
間
N
H
K
海

外
向
け
短
波
放
送
の
電
波
に
乗
せ
ら
れ
、
広
島
の
平
和
の
鐘
と
オ
ル
ガ
ン
が
世
界
中
に
響
き

渡
っ
た
。⑬

そ
の
後
、
昭
和
三
一
(
-
九
五
六
）
年
に
レ
コ
ー
ド
と
し
て
発
売
さ
れ
た
が
、
ケ
ン
プ
は

そ
の
レ
コ
ー
ド
の
売
り
上
げ
を
被
爆
者
の
た
め
に
全
額
寄
付
し
て
い
る
。
昭
和
三
三
(
-
九

五
八
）
年
七
月
ニ
―
日
、
日
本
赤
十
字
社
本
社
で
広
島
の
原
爆
被
災
者
に
対
す
る
寄
付
金
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。
「
広
島
の
犠
牲
者
の
た
め
に
有
効
に
使
っ
て
下
さ
い
」
と
、
ケ
ン
プ
に

代
わ
っ
て
ガ
リ
ン
ス
キ
ー
・
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
臨
時
代
理
大
使
が
、
小
切
手
三
，
四
二

八
窄
（
約
二
九
万
五
，

0
0
0円
）
と
ケ
ン
プ
の
レ
コ
ー
ド
を
島
津
忠
承
日
赤
社
長
に
手
渡
し

6
5
 

た
。6

島
津
自
身
、
戦
後
、
国
交
が
断
絶
し
て
い
た
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
と
中
華
人
民
共
和
国
に

取
り
残
さ
れ
た
旧
日
本
兵
の
帰
還
に
腐
心
し
た
人
物
で
あ
る
。
戦
争
犠
牲
者
救
済
の
同
志
と

し
て
、
ケ
ン
プ
に
き
っ
と
共
感
し
た
だ
ろ
う
。
寄
付
金
は
ケ
ン
プ
の
得
た
印
税
に
、
ケ
ン
プ

が
契
約
を
結
ん
で
い
た
ド
イ
ツ
と
日
本
の
レ
コ
ー
ド
会
社
が
売
上
げ
の
利
益
を
加
え
た
も
の

で
、
そ
の
後
も
こ
の
寄
付
は
続
け
ら
れ
、
昭
和
三
九
(
-
九
六
四
）
年
十
二
月
九
日
ま
で
の

十
二
回
の
寄
付
で
、
総
額
六
三
万
五
，
六
八
三
円
に
な
っ
た
。
⑯

そ
の
ほ
か
、
戦
後
初
の
来
広
の
と
き
、
楽
屋
を
訪
れ
た
似
島
の
原
爆
孤
児
た
ち
に
歓
待
さ

れ
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ケ
ン
プ
は
、
市
内
の
児
童
施
設
に
定
期
的
に
送

金
し
て
児
童
ら
を
慰
め
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
昭
和
四
二
(
-
九
六
七
）
年
十
一
月
二
五
日

の
ピ
ア
ノ
演
奏
会
の
後
、

「市
内
の
児
童
施
設
に
い
る
子
供
た
ち
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
」

と
、
山
田
節
男
広
島
市
長
に
現
金
三
0
万
円
を
贈
っ
て
い
る
。5

こ
れ
に
対
し
山
田
市
長
か
ら

は
世
界
平
和
へ
の
扉
を
開
く
銀
の
鍵
が
手
渡
さ
れ
た
盛

写真 12 世界平和への願いを込めて静かに演奏する

ヴィルヘルム・ケンプ
（昭和 42年 11月27日付け中国新聞朝刊 15面掲
載記事より、中国新聞社提供）

念
聖
堂
の
オ
ル
ガ
ン
を
弾
き
た
い
」
と
い
う
念
願
が
こ
の
日
か
な
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

広
島
市
公
会
堂
で
の
ピ
ア
ノ
演
奏
を
終
え
、
夫
人
、
令
嬢
を
伴
っ
た
ケ
ン
プ
は
、
午
後
九

時
過
ぎ
、
世
界
平
和
記
念
聖
堂
で
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
の
生
徒
や
フ
ァ
ン
ら
約
三
0
0人

の
出
迎
え
を
受
け
た
。
ゴ
ー
セ
ン
ス
・
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
学
長
の
案
内
で
聖
堂
内
を
懐

か
し
そ
う
に
見
て
回
っ
た
後
、
オ
ル
ガ
ン
の
鍵
盤
台
に
向
か
い
、
世
界
平
和
へ
の
願
い
を
込

め
て
バ
ッ
ハ
の
作
品
を
お
よ
そ
十
分
間
演
奏
し
た
。

曲
目
は
不
明
だ
が
、
バ
ッ
ハ
の
受
難
曲
を
演
奏
し
た
と
の
こ
と
な
の
で
、
「
マ
タ
イ
受
難
曲

B
W
>
二
四
四
」
の
第
六
二
曲
「
い
つ
の
日
か
我
去
り
逝
く
と
き

(
W
e
n
n
ich
 ein
m
al so
ll 

s
c
h
e
i
d
e
n
)
」
と
主
題
の
旋
律
を
同
じ
く
す
る
オ
ル
ガ
ン
コ
ラ
ー
ル
「
我
、
心
か
ら
待
ち
望
む

(
H
e
r
z
l
i
c
h
 t
u
t
 m
i
c
h
 v
e
r
l
a
n
g
e
n
)
 
B
W
>
七
二
七
」
を
演
奏
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
当
時

Sl 

の
新
聞
6

に
掲
載
さ
れ
た
演
奏
中
の
写
真
（
写
真
12)
は
、
本
番
前
の
試
し
弾
き
の
と
き
撮

影
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
譜
面
が
な
い
こ
と
か
ら
察
す
る
と
、
バ
ッ
ハ
の
受
難
曲

を
も
と
に
即
興
で
演
奏
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

演
奏
を
実
際
に
聴
い
た
人
々
の
記
憶
を
た
ど
る
に
も
四
五
年
以
上
も
の
時
間
の
隔
た
り
が
、

そ
れ
を
困
難
に
し
て
い
た
。
あ
る
人
の
記
憶
で
は
、
「
具
体
的
に
何
が
演
奏
さ
れ
た
の
か
思
い

出
せ
な
い
が
、
寒
く
て
暗
い
聖
堂
内
に
、
静
か
に
、
静
か
に
、
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
、

『音
色
』

が
降
っ
て
き
た
よ
う
だ
っ
た
」
と
い
う
。
写
真
に
残
さ
れ
た
オ
ル
ガ
ン
の
ス
ト
ッ
プ
の
設
定
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エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
を
退
職
し
、
現
在
は
故
郷
・
札
幌
で
暮
ら
す
山
崎
陽
子
氏
は
、
ラ

ジ
オ
で
世
界
平
和
記
念
聖
堂
で
の
ケ
ン
プ
の
演
奏
を
聴
い
て
感
動
し
、
広
島
で
学
び
、
生
涯

の
仕
事
と
し
て
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
を
志
し
た
。
さ
ら
に
、
パ
リ
で
研
鑽
を
積
ん
で
、
オ
ル
ガ
ン

科
の
教
壇
に
立
た
れ
た
と
い
う
。
た
っ
た

一
度
の
音
楽
放
送
が
人
生
を
変
え
た
。
そ
れ
だ
け

の
力
を
持
っ
た
演
奏
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
聖
堂
で
は
昭
和
四
四
(
-
九
六
九
）
年
六
月
以
降
、
原
則
と
し
て
毎
月
第
一
日
曜
日

の
午
後
四
時
か
ら
市
民
向
け
の
オ
ル
ガ
ン
定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
五
（
二
0
一
三
）

年
―――
月
三
日
で
四
四
三
回
目
を
迎
え
た
。

ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
ケ
ン
プ
は
、
米
国
で
の
初
公
演
を
昭
和
三
九
(
-
九
六
四
）
年
に
な
っ
て
や
っ

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
実
現
し
た
。
し
か
し
、
日
本
で
は
早
く
も
昭
和
十

一
(
-
九＿
二
六
）
年
四
月
七
日
、
東
京
市
永
田
町
の
ド
イ
ツ
大
使
館
で
初
公
演
を
し
面
以
来
、

f
}
 

昭
和
五
四
(
-
九
七
九
）
年
春
ま
で
に
十
回
も
来
日
し
た
6

と
い
う
稀
に
見
る
親
日
家
だ
っ
た
。

と
は
い
え
、
こ
れ
ほ
ど
広
島
と
関
わ
っ
て
い
た
と
は
驚
き
で
あ
る
。
彼
の
録
音
活
動
の
後

半
で
し
ば
し
ば
使
用
し
て
い
た
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
ザ
ー
ル
と
い
う
ホ
ー
ル
は
広
島
の
姉
妹
都
市

ハ
ノ
ー
バ
ー
に
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
で
市
街
地
の
大
半
を
失
い
、
広
島
と
同
じ
く
戦
後

一
貫
し
て
平
和
を
希
求
し
て
き
た
ま
ち
で
あ
る
。
ケ
ン
プ
も
広
島
市
と
交
流
の
あ
る
ド
イ
ツ

の
こ
の
美
し
い
平
和
の
ま
ち
で
仕
事
を
し
て
い
た
の
か
と
思
う
と
、
不
思
議
な
絆
を
感
じ
る
。

広
島
市
で
は
被
爆
体
験
の
継
承
に
向
け
た
本
格
的
な
取
組
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
ケ
ン
プ

が
心
を
込
め
て
被
爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
に
贈
っ
た
音
楽
の
捧
げ
も
の
に
つ
い
て
も
語
り
継
い
で
い

か
ね
ば
と
思
い
「
国
際
平
和
文
化
都
市
」
を
都
市
像
と
し
て
掲
げ
る
広
島
市
の
職
員
と
し
て

の
役
割
を
意
識
し
な
が
ら
執
筆
し
た
。
執
筆
に
当
た
っ
て
は
世
界
平
和
記
念
聖
堂
の
献
堂
式

で
オ
ル
ガ
ン
を
演
奏
し
た
山
上
雅
庸
の
長
女
で
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
山
上
は
る

11

エ
ス
ピ
ナ
ス

氏
（
フ
ラ
ン
ス
在
住
）
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
か
ら
貴
重
な
情
報
を
頂
戴
し
た
。
写
真
は
ド

十

一

結

び

が
ピ
ア
ニ
ッ
シ
モ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

写
真
の
見
出
し
が
「
世
界
平
和
へ
の
願
い

を
こ
め
て
静
か
に
演
奏
す
る
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ケ
ン
プ
氏
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
的

を
得
た
印
象
だ
と
思
う
。
「
五
人
目
の
福
音
史
家
」
ヨ
ハ
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ッ
ハ
の

音
楽
に
よ
る
ケ
ン
プ
の
祈
り
が
静
か
に
捧
げ
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。

参
考
文
献

イ
ツ
・
グ
ラ
モ
フ
ォ
ン
社
の
も
の
を
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
か
ら
、
ま
た
、
世
界
平

和
記
念
聖
堂
で
撮
影
し
た
も
の
を
宗
教
法
人
カ
ト
リ
ッ
ク
広
島
司
教
区
及
び
中
国
新
聞
社
か

ら
御
提
供
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

3
 
"K
e
m
p
f
f,
 

W
i
l
h
e
l
m
." 
T/Je N
e
w
 Gr
o
v
e
 D
i
c
t
i
o
n
a
.
r
J

、
o
f
M
u
s
J
C
a
ミ
d
M
u
s
]
C蕊謎
•

2
n
d
 e
d
.
 

2
0
0
1
.
 P
r
i
n
t
.
 

②
小
林
義
武
、

『バ
ッ
ハ
と
の
対
話
バ
ッ
ハ
研
究
の
最
前
線
』、
小
学
館
、
平
成
十
四
年

③
世
界
平
和
記
念
聖
堂
献
堂
50
周
年
実
行
委
員
会
編
、

『世
界
平
和
記
念
聖
堂
（
広
島
）
献
堂
50
周

年
記
念
誌
』、
カ
ト
リ
ッ
ク
広
島
司
教
区
発
行
、
平
成
十
七
年
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区分 スト ップ名 備考

主鍵盤 (I) Quintadena 16' 

（ストップ数： 9) Principal 8' 

Stillgedackt 8' 現在「Spitzflote」のシールでストップ名の文字が隠れている。

Octav 4' 

Spitzflote 4' 同じく「Schweitzerpfeife」のシールで隠れている。

Nasard 2 2/3' 同じく「Sesquialtera」のシールで隠れている。

Rauschpfeife II 同じく「Schwegel」のシールで隠れている。

Mixtur IV-V 

Trompete 8' 

ポジティフ鍵盤 (II) I Rohrflote 8' 同じく「Hohlflote」のシールで隠れている。

（ストップ数 ：9) Salicional 8' 同じく「Gambe」のシールで隠れている。

Principal 4' 同じく「Schwebung8'」のシールで隠れている。

Blockfli:ite 4' 同じく「Doppelprincipal」のシールで隠れている。

Schwegel 2' 同じく「Koppelfli:ite4'」のシールで隠れている。

Siffliite 1 1/3' 同じく「Nasard・22/3'」のシールで隠れている。

Sesquialtera II 同じく「Blockfliite2'」のシールで隠れている。

Scharff IV 

Krummhorn 8' 同じく「Rohrschalmey」のシールで隠れている。

ペダル鍵盤 (P) Subbass 16' 同じく「Flote」のシールで隠れている。

（ストップ数： 7) Zartbass 16' 同じく「Sub」のシールで「Zart」の文字が隠れている。

Principalbass 8' 

Gedacktbass 8'cb I現在「Rohr」のシールがストップ名が隠れないように上に貼

り付けられ、「RohrGedacktbass 8'」の表示となっている。

Choralbass 4'cb I現在「Pommer」のシールでス トップ名の文字が隠れている。

Flachflote 2'cb 

Posaune 16' 
I 
※「cb」はエクステンション（低音部は共用パイプ使用）

カプラー II-I 

ポジティフ鍵盤を主鍵盤に連結

（両鍵盤のストップの音を主鍵盤で演奏）

I-P 

主鍵盤をペダル鍵盤に連結

（両鍵盤のストップの音をペダル鍵盤で演奏）

II-P 

ポジティフ鍵盤をペダル鍵盤に連結

（両鍵盤のストップの音をペダル鍵盤で演奏）

註・ ストップ、カプラーのほか、演奏補助装置あり。

・備考欄に現在の旧鍵盤台にあるストップ・スイッチの外観を記している。

・旧鍵盤台は改修の際にスト ップ・スイッチは機能するよう残されたが、オルガン本体に大幅な改修が行われたため、
ストップ名変更の有無にかかわらず、新たに構成されたオルガンを操作するものとなった。
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製作年 所在地 施設名称 原産国 スト ップ数 パイプ数 備考

明治7/8年 横浜市 クライス トチャーチ 関東大震災で焼失

中区

横浜市 横浜ユニオン ・チャーチ

中区

横浜市 横浜天主堂

中区

東京都 聖三ー教会

中央区

東京都 本郷中央会堂

文京区

明治 16年 東京都 聖三ー教会 米 5 233 明治 40年聖マリア教会（京都市

中央区 (13) 左京区）へ移設

大正 4年頃 東京都 暁星中学聖堂 仏 135 

千代田区

大正 7/8年 東凩都 立教大学諸聖徒礼拝堂 米 8 445 

（大正10年頃） 豊島区 (13) (378) 

大正 9年 東呆都 南葵楽堂 英 26 関東大震災後、昭和 3年に上野

港区 (33) (1, 384) の東京音楽学校奏楽堂に移設

大正 13年頃 神戸市 神戸ユニオン教会 独 8 100 

中央区

神戸市

（昭和元年頃） 中央区 （聖公会） （英）

昭和 4年 東京都 東郷坂独逸教会 独 6 394 戦災で焼失
（昭和 3年） 千代田区 (11) 

昭和 4年 東京都 東京聖三ー教会 加 17 1,000 戦災で焼失
港区

新潟市 カトリック新潟教会 独 8 276 

中央区

昭和 5年 東京都 青山ユニオン教会 独 18 633 戦災で焼失
渋谷区

東凩都 ニ越本店 米 13 791 

中央区 (27) (1, 640) 

昭和 6年 横浜市 クライストチャーチ 米 21 337 戦災で焼失
中区

東凩都 （旧）立教晶等女学校 米 19 768 

杉並区 聖マーガレッ ト礼拝堂 (17) (997) 

東凩都 玉）11学園 米

町田市 講堂 (19) (750) 

昭和 7年 仙台市 東北学院 米 24 約 1,000

青葉区 ラーハウザー記念礼拝堂 (35) (864) 

東京都 青山学院礼拝堂 独 11 579 

渋谷区

東京都 聖テモテ教会 日 8 459 戦災で焼失
文京区

昭和 9年 東凩都 上野音楽学校 日 8 622 

文京区 練習室

昭和10年 東凩都 東凩公教大神学校 日 5 256 戦災で焼失
練馬区

昭和 16年 京都市 同志社女子大学 米 26 1,342 

上京区 栄光館ファウラーチャペル

昭和 22年 岐阜県 多治見修道院 米 23 1,200 
多治見市

昭和 28年 広島市 エリザベ ト音楽短期大 独 20 広島初のオルガン。ベルギーか
中区 ,,,.,, 子 ら寄贈(68)

広島市 世界平和記念聖堂 独 25 1, 767 

中区

別
表
2

7
 

「
初
期
の
国
内
オ
ル
ガ
ン
」
6

註・所在地名は現在のものである。括弧内は日本楽器製造発行の小冊子 (69)による。

• 原産国の「米」、「英」、「独」、「仏」、「加」、「日」は、それぞれ 「アメリカ」、「イギリス」、「ドイツ」、「フランス」、

「カナダ」及び「日本」を表す。
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(6) (5) (4) 

我
が
国
で
一
般
に
「
オ
ル
ガ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
楽
器
は
、
正
確
に
は
「
リ
ー
ド
・
オ
ル
ガ
ン
」

と
称
す
べ
き
も
の
で
、
欧
米
で
「
オ
ル
ガ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
で
あ
る
。

三
好
史
久
、
『中
国
新
聞
』
、
「
緑
地
帯
•
音
楽
の
捧
げ
も
の
」
、
平
成
二
四
年
十
一
月

二
三
日
付

け
十
二
面
、
同
月
二
四
日
付
け
七
面
、
同
月
二
七
日
付
け
十
一
面
、
同
月
二
八
日
付
け
十
四
面
、

同
月
二
九
日
付
け
十
三
面
、
同
月
三
0
日
付
け
十
一
面
、
同
年
十
二
月
一
日
付
け
十
一
面
及
び
同

月
四
日
付
け
十
二
面

『中
国
新
聞
』
、
昭
和
十

一
年
四
月
二
日
付
け
七
面
、
「
世
界
的
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ケ
ン
プ
氏
来
朝
」

寛
潤
二
、
『音
楽
の
友
』
一
九
六
一
年
十
二
月
号
、
六
一
頁
、
「
ケ
ン
プ
の
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
チ
ク
ル
ス
、

三、

ケ
ン
プ
の
お
い
た
ち
」
／
ケ
ン
プ
の
自
叙
伝
（
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

・
ケ
ン
プ
、

『鳴
り
響
く
星

の
も
と
に
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ケ
ン
プ
青
春
回
想
録
』
二
ニ
＼
二
三
頁
、
土
田
修
代
訳
、
白
水
社
、

昭
和
五
六
年
）
の
中
に
は
、
ケ
ン
プ
が
父
と
楽
譜
を
見
て
い
た
と
き
、
父
か
ら
「
こ
こ
に
あ
る
全

部
を
誰
が
考
え
出
し
た
か
、
知
っ
て
い
る
か
い
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た
と
き
、
神
様
だ
と
父
は
言
う

の
だ
ろ
う
、
そ
う
ケ
ン
プ
は
思
っ
た
。
し
か
し
父
は
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
」
と
言
っ

た
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
書
か
れ
て
い
る
。

遠
山
一
行

•
海
老
沢
敏
編
、
『
ラ
ル
ー
ス
世
界
音
楽
事
典
』
上
、
六
0
七
頁
、
福
武
書
店
、
平
成

元
年

L
P
レ
コ
ー
ド
「
H
I
R
O
S
H
I
M
A
O
r
g
e
l
k
o
n
z
e
r
t
 a
u
s
 d
e
r
 W
e
l
t
f
r
i
e
d
e
n
s
k
i
r
c
h
e
 m
i
t
 

W
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k
e
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 v
o
n
 J
o
h
a
n
n
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e
b
a
s
t
i
a
n
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a
c
h
 (
D
e
u
t
s
c
h
e
 G
r
a
m
m
o
p
h
o
n
 Gesellsc
h
aft L
P
E
 

1
7
0
6
9
)
」
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
裏
面
の
解
説
参
照

(3) (2) (1) 
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別
表
3

「
塔
鐘
の
概
要
」
0

(16) (15) (14) (13) (12) (ll) (10) (9) (8) (7) 

『中
国
新
聞
』
、
昭
和
二
九
年
十

一
月
十
五
日
付
け
七
面
、
「
ぜ
ひ
弾
き
た
い
広
島
の
オ
ル
ガ
ン
、

ケ
ン
プ
氏
来
広
」。

こ
の
記
事
で
は
「
ド
イ
ツ
で
オ
ル
ガ
ン
は
「
楽
器
の
王
」
「
平
和
の
王」」

と

和
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
「
ド
イ
ツ
で
オ
ル
ガ
ン
は
「
楽
器
の
女
王
」
「
平
和
の
女
王
」
」
の
誤
訳
で

あ
る
と
考
ス
ら
れ
る
。
レ
コ
ー
ド
に
残
さ
れ
た
ケ
ン
プ
の
ス
ピ
ー
チ
で
も

「楽
器
の
女
王」

と
述

べ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
因
み
に
ド
イ
ツ
語
で
は
、
オ
ル
ガ
ン
は
女
性
名
詞
で
あ
る
。／
同
、

昭
和
二
九
年
十

一
月
十
八
日
付
け
夕
刊
一
面
、
「
平
和
の
調
べ
」

『中
国
新
聞
』、
昭
和
二
九
年
十

一
月
十
八
日
付
け
夕
刊

一
面
、
「
平
和
の
調
べ
」

エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
、
『
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
創
立
五

0
周
年
記
念
誌
』

四

一
頁
、
平
成
十

年『中
国
新
聞
』、

昭
和
二
六
年
三
月
十
三
日
付
け
三
面
、
「
広
島
記
念
聖
堂
の
後
援
会
設
立
総
会
」

『中
国
新
聞
』、
昭
和
二
五
年
九
月
二
六
日
付
け
二
面
、
「
広
島
に
壮
大
な
平
和
教
会
、
世
界
各
国

か
ら
浄
財
、
来
月
着
工
・原
爆
体
験
の
神
父
が
発
起
」
／
同
、
昭
和
二
六
年
八
月
ニ
ー
日
付
け
四
面
、

「
二
十
七
万
円
の
浄
財
、
平
和
記
念
堂
建
設
に
寄
付
」
／
同
、
昭
和
二
九
年
七
月
二
二
日
付
け
七
面
、

「
8
月
6
日
期
し
完
工
式
、
国
際
色
も
豊
か
に
平
和
聖
堂
」
／
同
、
昭
和
二
九
年
七
月
二
四
日
付

け
七
面
、
「
広
島
平
和
記
念
聖
堂
名
称
改
称
」

／
『
C
O
N
S
E
C
R
A
T
I
O
N
O
F
 T
H
E
 

M
E
M
O
R
I
A
L
 C
A
T
H
E
D
R
A
L
 F
O
R
 W
O
R
L
D
 P
E
A
C
E
世
界
平
和
記
念
聖
堂
献
堂
式
記
念

プ
ロ
グ
ラ
ム
』
六
頁
、
昭
和
二
九
年
八
月

新
聞
記
事
に
よ
る
と
建
築
費
八
千
万
円
、
う
ち
海
外
か
ら
は
六
千
万
円
で
あ
る
。
（『中
国
新
聞
』、

昭
和
二
九
年
七
月
二
四
日
付
け
七
面
、

「広
島
平
和
記
念
聖
堂
名
称
改
称
」
）

／
石
丸
紀
興
氏
の
著

書
『
世
界
平
和
記
念
聖
堂』

（
相
模
書
房
、

昭
和
六
三
年
）
の

一
三
九
頁
に
は
海
外
か
ら
約
六
千

万
円
と
あ
る
が
、
一
四
一
頁
で
は
約
四
千
万
円
と
結
論
付
け
て
い
る
。

石
丸
紀
興
氏
に
よ
る
と
国
内
か
ら
は
三
，
八
0
二
万

一
，
二
九
五
円
で
あ
る
。
（
前
掲

『世
界
平

和
記
念
聖
堂
』
一

四
0
頁
）
一
方
、
新
聞
記
事
に
よ
る
と
建
築
費
八
千
万
円
、
う
ち
国
内
か
ら
は

二
千
万
円
で
あ
る
。
（『中
国
新
聞
』、
昭
和
二
九
年
七
月
二
四
日
付
け
七
面
、
「
広
島
平
和
記
念
聖

堂
名
称
改
称
」
）
こ
れ
ら
の
金
額
は
一
致
し
な
い
が
、
取
材
後
も
寄
付
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

昭
和
五
八
年
七
月
十
七
日
の
講
演
会
で
フ
ー
ゴ
・
ラ
サ
ー
ル
神
父
は
多
額
の
寄
付
を
行
っ
た
米

国
人
が
「
ブ
ラ
イ
ド
リ
ー
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
（
「
建
築
家
村
野
藤
吾
さ
ん
と
世
界
平
和

記
念
聖
堂
を
語
る
会
」
実
行
委
員
会
代
表
幹
事
小
林
正
典
編
集

•

発
行
、
『
世
界
平
和
記
念
聖
堂

の
建
築
を
め
ぐ
っ
て
講
演
と
対
談
』
、
五
＼
八
頁、
昭
和
五
九
年
）

／
後
日
談
と
し
て
同
神
父
は
、

米
国
の
実
業
家
ト
ー
マ
ス
・

A
・
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
が

一
人
で
五
万
ド
ル
の
寄
付
を
申
し
出
た
こ
と

を
明
か
し
て
い
る
。
（
石
丸
紀
興
、
前
掲

『世
界
平
和
記
念
聖
堂
』
一
三
八
頁
）

『中
国
新
聞
』
（
昭
和
二
九
年
七
月
二
四
日
付
け
七
面
、

「広
島
平
和
記
念
聖
堂
名
称
改
称
」）
に

よ
る
。
石
丸
紀
興
氏
（
前
掲

『世
界
平
和
記
念
聖
堂
』
一

八
一
頁
）
に
よ
る
と
オ
ル
ガ
ン
を
寄
贈

し
た
ケ
ル
ン
市
の
予
算
は

「
二
万
七
千
マ
ル
ク
（
約
三
千
万
円
）
」
で
あ
る
。

前
掲

『世
界
平
和
記
念
聖
堂
』
二
ニ
三
頁
に
よ
る
と
、
厳
密
に
は
、

「
設
計
代
を
初
め
頃

一ぺ
ん

だ
け
差
し
上
げ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
村
野
先
生
が
い
つ
も
断
り
ま
し
た
」
（
愛
宮
神
父
に
よ
る
談
）

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
額
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
／
前
掲

『世
界
平
和
記
念
聖
堂

-45 -



(29) (28) (27) (26) (25) (24) (23) (22) (21) (20) (19) (18) (17) 

の
建
築
を
め
ぐ
っ
て

講
演
と
対
談
』
十
三
＼
十
六
頁

『中
国
新
聞
』
昭
和
二
七
年
九
月
二
六
日
付
け
五
面
、

「独
・
伯
が
異
常
の
好
意
、
欧
米
講
演
行

脚
の
荻
原
神
父
帰
る
」

『中
国
新
聞
』、
昭
和
二
八
年
二
月
十
日
付
け
六
面
、
「
西
独
ボ
ン
で
贈
呈
式
、
広
島
へ
来
る
パ
イ
プ
・

オ
ル
ガ
ン
」

／
『
朝
日
新
聞
』、
昭
和
二
八
年
二
月
九
日
付
け
七
面
、
「
広
島
ヘ
オ
ル
ガ
ン
、
西
独

ケ
ル
ン
市
か
ら
」

日
本
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
協
会
発
行
、
昭
和
六
〇

"H
1
r
o
s
h
i
m
a
 G
e
t
s
 G
e
r
m
a
n
 O
r
g
a
n
.
"
N
e
w
 Y
o
r
k
 T
i
m
e
s
 9
 Fe
b
r
u
a
r
y
 1953: Print
.
 

『中
国
新
聞
』、

昭
和
二
八
年
二
月
十
二
日
付
け
五
面
、
「
無
駄
に
す
る
な
犠
牲
者
の
死
「
平
和
の

オ
ル
ガ
ン
」
で
米
紙
論
調
」
（
昭
和
二
八
年
二
月
十
日
付
け
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
の
論

説

(
A
N
O
R
G
A
N
 F
O
R
 H
I
R
O
S
H
I
M
A
)
を
紹
介
）

吉
田
賓
監
修
、

『日
本
の
オ
ル
ガ
ン
』

一
八
六
頁
、

年吉
田
賓
監
修
、
前
掲

『日
本
の
オ
ル
ガ
ン
』

一
八
七
頁
／
前
掲

『C
O
N
S
E
C
R
A
T
I
O
N
O
F
 

T
H
E
 M
E
M
O
R
I
A
L
 C
A
T
H
E
D
R
A
L
 F
O
R
 W
O
R
L
D
 P
E
A
C
E
世
界
平
和
記
念
聖
堂
献
堂
式

記
念
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
八
頁
に
は
パ
イ
プ
数
一
，
八
五
四
、
内
発
音
す
る
も
の
一
，
八

0
七
、
装
飾

用
四
七
と
あ
る
。

『中
国
新
聞
』
、
昭
和
二
九
年
五
月
十

一
日
付
け
八
面
、
「
日
本
一
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
、
記
念
聖

堂
に
取
付
け
始
る
」

『中
国
新
聞
』
、
昭
和
二
九
年
七
月
二
二
日
付
け
七
面
、
「
8
月
6
日
期
し
完
工
式
、
国
際
色
も
豊

か
に
平
和
聖
堂
」

／
同
、
昭
和
二
九
年
七
月
二
四
日
付
け
七
面
、
「
広
島
平
和
記
念
聖
堂
名
称
改
称
」

／
同
、
昭
和
二
九
年
十

一
月
十
四
日
付
け
八
面
、
「
特
別
演
奏
謝
礼
を
孤
児
へ
、
ケ
ン
プ
氏
き
ょ

う
来
広
」

前
掲

『
8
N
S
E
C
R
A
T
I
O
N
 O
F
 T
H
E
 M
E
M
O
R
I
A
L
 C
A
T
H
E
D
R
A
L
 F
O
R
 W
O
R
L
D
 P
E
A
C
E
 

世
界
平
和
記
念
聖
堂
献
堂
式
記
念
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
二
頁

『中
国
新
聞
』、
昭
和
二
九
年
八
月
七
日
付
け
七
面
、
「
人
類
の
祈
り
―
つ
に
結
ん
で
、
各
国
の
外

交
官
も
参
列
、
平
和
記
念
聖
堂
の
完
工
式
」

W
i
l
l
m
e
s
,
 Gr

e
g
o
r
.
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Berlin: D
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2
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4
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Print
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ワ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ケ
ン
プ
）

多
オ
な
音
楽
家
の
肖
像
』
、
平
成
十
七
年
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

P
R
O
A
,
 
20)
の
C

D
解
説
書
に
は
「
ケ
ン
プ
自
身
の
言
葉
か
ら
広
島
世
界
平
和
記
念
聖
堂
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
除

幕
式
に
て
語
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

吉
田
賀
監
修
、
前
掲

『日
本
の
オ
ル
ガ
ン
』

一
八
七
頁

石
丸
紀
興
、
前
掲
『世
界
平
和
記
念
聖
堂
』ニ

―
三
頁
に
は
「
鍵
盤
を
二
段
か
ら
三
段
に
増
加
さ
せ」

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
誤
解
が
生
じ
な
い
よ
う
に
詳
し
く
説
明
す
る
と
、
ケ
ル
ン
市
か
ら
贈
ら
れ

た
電
気
式
の
鍵
盤
台
に
は
二
段
の
手
鍵
盤
と
ペ
ダ
ル
鍵
盤
が
備
え
ら
れ
て
い
た
が
、
聖
堂
二
階
の

合
唱
隊
席
に
使
用
可
能
な
状
態
で
残
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
代
わ
る
メ
イ
ン
の
鍵
盤
台
と
し

(43) (42) (41) (40) (39) (38) (37) (36) (35) (34) (33) (32) (31) (30) 

て
機
械
式
で
三
段
の
手
鍵
盤
と
ペ
ダ
ル
鍵
盤
を
備
え
た
も
の
が
二
階
の
檀
上
に
あ
る
オ
ル
ガ
ン
本

体
に
取
り
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
‘

―
つ
の
鍵
盤
台
が
五
段
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

『中
国
新
聞
』、
昭
和
二
八
年
二
月
十
日
付
け
六
面
、
「
西
独
ボ
ン
で
贈
呈
式
、
広
島
へ
来
る
パ
イ
プ
・

オ
ル
ガ
ン
」

『中
国
新
聞
』、
昭
和
二
七
年
十

一
月
一
日
付
け
五
面
、
「
刻
む
日
本
文
字
、
ヒ
ロ
シ
マ
ヘ
贈
ら
れ

る
「
平
和
の
鐘
」
」

／
『
朝
日
新
聞
』
、
昭
和
二
七
年
十

一
月
一
日
付
け
東
京
版
夕
刊
一
面
、
「
広

島
へ
平
和
の
鐘
、
西
独
の
製
鋼
労
働
者
か
ら
」

平
和
の
鐘
の
製
造
責
任
者
の
娘
、
ハ
ン
ナ
・
ベ
ア
テ
・
シ
ョ
ッ
プ
11
シ
リ
ン
グ
女
史
の
配
偶
者

の
証
言
（
平
成
十
七
年
十

一
月
十
三
日）

『中
国
新
聞
』、
昭
和
二
八
年
二
月
十
一
日
付
け
五
面
、
「
西
独
か
ら
平
和
の
鐘
広
島
入
り
」

『中
国
新
聞
』、
昭
和
二
八
年
二
月
十
二
日
付
け
六
面
、
「
十
五
日
に
到
着
式
「
平
和
の
鐘
」
式
順

を
発
表
」
／
同
、
昭
和
二
八
年
二
月
十
六
日
付
け
六
面
、
「
厳
か
に
原
爆
の
街
進
む
、
き
の
う
「
平

和
の
鐘
」
到
着
式
」

キ
リ
ス
ト
教
で
昭
和
二
八
年
の
復
活
祭
（
四
月
五
日
）
の

一
週
間
前
に
あ
た
る
。

『中
国
新
聞
』、
昭
和
二
八
年
三
月
三
0
日
付
け
八
面
、
「
鳴
は
じ
め
た
「
四
つ
の
鐘
」
、
広
島
平

和
記
念
聖
堂
で
祝
別
式
」

『中
国
新
聞
』、
昭
和
二
八
年
二
月
十
二
日
付
け
六
面
、
「
十
五
日
に
到
着
式
「
平
和
の
鐘
」
式
順

を
発
表
」

『中
国
新
聞
』、
昭
和
二
八
年
四
月
二
二
日
付
け
六
面
、
「
「
平
和
の
鐘
」
を
取
付
、
復
興
の
街
へ

響
く
日
近
し
」

『朝
日
新
聞
』、
昭
和
二
九
年
十

一
月
十
五
日
付
け
広
島
版
八
面
、
「
世
界
へ
贈
る
「
平
和
の
調
べ
」

大
ミ
ソ
カ
に
国
際
放
送
、
平
和
聖
堂
パ
イ
プ
・
オ
ル
ガ
ン
、
ケ
ン
プ
氏
が
演
奏
」
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Albert
.
 J.

S
.
B
A
C
H
,
 
Vol. I. 
1
9
1
1
.
 T
r
a
n
s
.
 Er

n
e
s
t
 N
e
w
m
a
n
.
 Ne

w
 

York: D
o
v
e
r
,
 19

6
6
.
 

2
8
4
.
 

Print./ 41!: 命
[
-
細
叫

『バ
ッ
ハ
』―

五
六
頁
ヽ
音
楽
之
友
社
ヽ
昭
和

三
八
年

ナ
ー
タ
ン
・
セ
ー
デ
ル
ブ
ロ
ム

(
N
a
t
h
a
n
S
o
derb
l
o
m
―
八
六
六
ー
一
九
三
一
）
の
こ
と
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
宗
教
史
学
者
で
教
会
政
治
家
。
一
九
三
0
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
。
（
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
・
ケ
ン
プ
、
前
掲

『鳴
り
響
く
星
の
も
と
に
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ケ
ン
プ
青
春
回
想
録
』

三
四
九
頁
、

三
五
四
頁
）

／
こ
の
教
会
人
を
ア
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
と
す
る
説
は
根

拠
不
明
。

8
G
h
m
i
e
d
e
r
,
 

W
o
l
f
g
a
n
g
.
 Thematisch'systematJ咎
苓
s
Verzeichnis d
e
r
 musikalisc. 苓
n

W
e
r
k
e
 v
o
n
J
 ̀
 

h
a
n
n
 S
e
b
a
s
t蕊
n
B
a
c
h、
B
a
c
h
,
W
e
r
k
e
,
V
e
r
z
e
i
c
h
m
s
 (Bwv,).1953
_
 
L
e
i
p
 N ig "
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(57) (56) (55) (54) 

V
E
B
 Br
e
i
t
k
o
p
f
 &
 Ha
r
t
e
l
,
 

1
9
7
6
.
 4

5
9
.
 P

r
i
n
t
.
 

5

怨
a.＂
3
4
0
.
 こ

の
コ
ラ
ー
ル
は
旧
バ

ッ
ハ
全
集
で
は
マ
タ
イ
受
難
曲
の
第
七
二
曲
で
あ
る
が
、
今

日
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
新
バ
ッ
ハ
全
集
で
は
第
六
二
曲
と
な
っ
て
い
る
。

⑮
苓
a.,4
3
4
.
 シ

ュ
ミ
ー
ダ
ー
の
バ
ッ
ハ
作
品
総
目
録
で
は
こ
の
曲
の
題
名
は
楽
譜
ー
4
の
と
お
り

「
パ
ッ
サ
カ
リ
ア
ハ
短
調
(
P
a
s
s
a
c
a
g
l
i
a
c
 ,
 mo
l
l
)
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
レ
コ
ー
ド・

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
記
さ
れ
た
題
名
に
よ
っ
た
。

角
倉
一
朗
、
前
掲

『バ
ッ
ハ
』
一
五
六
頁

一
茶
苑
は
、
現
在
は
廃
業
し
て
い
る
が
、
ケ
ン
プ
来
日
と
同
じ
年
の
二
月
に
元
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・

ヤ
ン
キ
ー
ス
の
打
撃
王
ジ
ョ
ー
・
デ
ィ
マ
ジ
オ
選
手
(
-
九
一
四
＼
一
九
九
九
）
と
ハ
リ
ウ
ッ
ド

女
優
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
(
-
九
二
六
＼
一
九
六
二
）
が
新
婚
旅
行
の
延
長
で
原
爆
ド
ー
ム
や

広
島
県
総
合
グ
ラ
ン
ド
野
球
場
を
訪
れ
た
と
き
に
宿
泊
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
た
有
名
な
旅

館
で
あ
る
。
広
島
県
総
合
グ
ラ
ン
ド
野
球
場
は
、
当
時
、
広
島
カ
ー
プ
の
本
拠
地
。
旧
広
島
市
民

球
場
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
昭
和
三
二
年
七
月
で
あ
っ
た
。
（
『中
国
新
聞
』、

昭
和
二
九
年
二
月

十
二
日
付
け
七
面
、
「
モ
ン
ロ
ー
も
た
め
息
つ
く
、
原
爆
ド
ー
ム
見
物
」
／
同
、
同
日
付
け
夕
刊
二
面
、

「
「
広
島
球
場
へ
は
行
く
ワ
」
デ
ィ
マ
ジ
オ
夫
妻
宮
島
入
り
」
）

『ベ
ガ
弦
楽
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
、
昭
和
四
五
年
八
月
、
裏
表
紙

当
該
ピ
ア
ノ
演
奏
会
に
行
か
れ
た
細
川
浩
史
氏
（
広
島
市
中
区
在
住
）
の
証
言
（
平
成
二
四
年

十
一
月
二
四
日
）

浜
井
信
一
二
、
『原
爆
市
長
（
復
刻
版
）
』
ニ
ニ
ー

＼
二
二
三
頁
、

シ
フ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
平
成

二
三
年
。
広
島
市
公
会
堂
は
地
元
財
界
か
ら
の
寄
付
に
よ
り
三
億
四
千
万
円
余
り
の
エ
費
で
建
設

さ
れ
、
広
島
市
に
寄
贈
さ
れ
た
。

『中
国
新
聞
』
、
昭
和
二
九
年
十
一
月
十
六
日
付
け
七
面
、
「
ケ
ン
プ
氏
の
広
島
演
奏
を
め
ぐ
る
ニ

つ
の
物
語
り
、
謝
礼
金
を
原
爆
被
災
者
へ
、
公
会
堂
に
使
用
ピ
ア
ノ
寄
贈
」

柴
田
寛
榮
氏
は
昭
和
二
年
七
月
二
二
日
生
ま
れ

昭
和
二
七
年
、
東
京
の
日
比
谷
公
会
堂
に
日
本
で
初
め
て
導
入
さ
れ
た
米
国
製
の
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ

イ
・
ア
ン
ド

・
サ
ン
ズ
社
製
ピ
ア
ノ

(53) (52) (51) (50) (49) (48) (47) (46) 

昭
和
三
七
年
度
の
中
四
国
外
科
学
会
が
広
島
市
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
た
と
き
、
ピ
ア
ノ
の
蓋
を

開
け
て
ケ
ン
プ
の
署
名
を
見
た
と
い
う
西
田
勝
賞
氏
（
広
島
県
呉
市
在
住
）
の
証
言

（
平
成
二
四

年
十
二
月
八
日
）
が
あ
る
。
署
名
が
消
さ
れ
た
の
は
そ
れ
以
降
で
あ
る
。

『北
海
タ
イ
ム
ス
』、

昭
和
五
六
年
二
月
十
五
日
付
け
十
四
面
、
「
豊
平
館
に
ま
た
文
化
迫
産
、
ケ

ン
プ
の
サ
イ
ン
入
り
ピ
ア
ノ
」
。
こ
の
ピ
ア
ノ
は
現
在
、

豊
平
館
改
修
中
の
た
め
、
暫
定
的
に
モ

エ
レ
沼
公
園
に
あ
る
ガ
ラ
ス
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
内
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
豊
平
館
（
札
幌
市

中
央
区
中
島
公
園
内
）
に
戻
さ
れ
る
。

ー
に
同
じ

伍
-『中

国
新
聞
』
、
昭
和
二
九
年
十
一
月
十
八
日
付
け
四
面
、
ラ
ジ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
『
朝
日
新
聞
』
、

同
日
付
け
五
面
、
ラ
ジ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム

(70) (69) (68) (67) (66) (65) (64) (63) (62) (61) (60) (59) (58) 

『朝
日
新
聞
』
、
昭
和
二
九
年
十

一
月
十
五
日
付
け
広
島
版
八
面
、
「
世
界
へ
贈
る
「
平
和
の
調
べ
」

大
ミ
ソ
カ
に
国
際
放
送
、
平
和
聖
堂
パ
イ
プ
・
オ
ル
ガ
ン
、
ケ
ン
プ
氏
が
演
奏
」

／
『
中
国
新
聞
』、

昭
和
二
九
年
十
一
月
十
六
日
付
け
七
面
、
「
ケ
ン
プ
氏
の
広
島
演
奏
を
め
ぐ
る
二
つ
の
物
語
り
、

謝
礼
金
を
原
爆
被
災
者
へ
、
公
会
堂
に
使
用
ピ
ア
ノ
寄
贈
」
／
同
、
昭
和
二
九
年
十
一
月
十
八
日

付
け
夕
刊
一
面
、
「
平
和
の
調
べ
」

『中
国
新
聞
』、
昭
和
三
三
年
七
月
ニ―

日
付
け
夕
刊
三
面
、
「
レ
コ
ー
ド
益
金
を
寄
付
、

W
・
ケ
ン

プ
氏
、
広
島
の
原
爆
被
災
者
に
」

．

日
本
赤
十
字
社
総
務
局
組
織
推
進
部
指
導
課
で
確
認

『中
国
新
聞
』、

昭
和
四
二
年
十
一
月
二
六
日
付
け
九
面
、
「
施
設
の
子
へ
三
0
万
円
、
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
ケ
ン
プ
氏
」

／
『
朝
日
新
聞
』、
昭
和
四
二
年
十
一
月
二
六
日
付
け
広
島
版
十
六
面
、
「
児
童

福
祉
に
と
三
十
万
円
贈
る
、
ケ
ン
プ
さ
ん
広
島
市
へ
」

『中
国
新
聞
』、
昭
和
四
二
年
十

一
月
二
七
日
付
け
十
五
面
、
「
も
一
度
あ
の
オ
ル
ガ
ン
ひ
き
た
い
、

平
和
記
念
聖
堂
、
広
島
入
り
の
ケ
ン
プ
氏
、
世
界
平
和
願
っ
て
バ
ッ
ハ
の
受
難
曲
、
な
つ
か
し
む

十
三
年
前
」

碑
に
同
じ

『東
京
朝
日
新
聞
』、

昭
和
十
一
年
四
月
八
日
付
け
十
一
面
、
「
純
粋
ナ
チ
ス
芸
術
、
ケ
ン
プ
教
授

の
初
演
奏
」

昭
和
十
一
年
春
、
昭
和
二
九
年
秋
、
昭
和
三
六
年
秋
、
昭
和
四

0
年
春
、
昭
和
四
二
年
秋
、
昭

和
四
五
年
春
、
昭
和
四
七
年
秋
、
昭
和
四
九
年
秋
、
昭
和
五

一
年
秋
及
び
昭
和
五
四
年
春
に
来
日

し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
広
島
で
演
奏
会
を
開
催
し
た
日
が
特
定
で
き
た
の
は
昭
和
十

一
年
五
月
二

日
（
予
定
）
（
『音
楽
世
界
』
昭
和
十

一
年
四
月
号
、
二

0
頁
、
音
楽
世
界
発
行
所
／
『
音
楽
新
潮
』

昭
和
十
一
年
四
月
号
、
八
六
頁
、
十
字
屋
楽
器
店
内
音
楽
新
潮
発
行
所
）
、
昭
和
二
九
年
十
一
月

十
四
日
、
同
月
十
五
日
（
非
公
開
）
、
昭
和
四
二
年
十
一
月
二
五
日
（
前
掲

『
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽

大
学
創
立
五

0
周
年
記
念
誌
』
四
一
頁
）
及
び
昭
和
四
七
年
十
一
月
六
日
（
『音
楽
の
友
』一

九

七
二
年
十
月
号
、
七
三
頁
、
音
楽
之
友
社
）
で
あ
る
。

ク
ラ
イ
ス
社
か
ら
入
手
し
た
資
料
に
よ
る

吉
田
宜
監
修
、
前
掲
『
日
本
の
オ
ル
ガ
ン
』
及
び
同
氏
監
修

『
日
本
の
オ
ル
ガ
ン

n』
（
日
本
オ

ル
ガ
ニ
ス
ト
協
会
発
行
、
平
成
四
年
）
を
基
に
作
表

山
上
雅
庸
、

『中
国
新
聞
』、
昭
和
二
八
年
三
月
三
0
日
付
け
五
面
、
「
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
歴
史

と
構
造
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
短
大
へ
贈
ら
れ
た
、
動
力
で
パ
イ
プ
ヘ
送
風
、
最
大
の
も
の
は
パ
イ

プ
が

一
万
五
千
本
、

三
世
紀
頃
か
ら
教
会
で
使
う
」

『パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
に
就
て
』
、
日
本
楽
器
製
造
発
行
（
非
売
品
）
、
昭
和
七
年

前
掲

『
CONSECRATION
OF T
H
E
 MEMORIAL CATHEDRAL FOR WORLD PEACE 

世
界
平
和
記
念
聖
堂
献
堂
式
記
念
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
八
頁
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